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─
─

山
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郎

序

太
平
洋
戦
争
後
の
川
端
文
学
は
、
昭
和
二
十
四
年
に
連
載
が
開
始
さ
れ
る
『
千
羽
鶴
』『
山
の
音
』
に
よ
っ
て
本
格
的
な
展
開
が
な
さ

れ
て
ゆ
く
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
に
先
立
ち
昭
和
二
十
年
後
半
期
か
ら
二
十
三
年
へ
か
け
て
の
作
家
川
端
の
動
向
が
、
そ
の

準
備
期
と
し
て
重
い
意
味
を
も
っ
て
い
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。『
雪
国
』
の
完
結
や
「
哀
愁
」
に
見
ら
れ
る
古
典
回
帰
へ
の
志
向
、『
少

年
』『
再
婚
者
』
の
連
載
な
ど
多
彩
な
活
動
が
視
野
に
は
い
っ
て
く
る
が
、
本
稿
で
は
、
そ
う
し
た
活
動
の
一
つ
と
し
て
、
昭
和
二
十
二

年
か
ら
二
十
三
年
へ
か
け
て
雑
誌
『
白
鳥
』（
大
地
書
房
刊
）
に
連
載
さ
れ
た
「
わ
が
愛
す
る
文
章
」
の
中
の
一
つ
に
注
目
し
た
い
と
思

う
。
こ
の
「
わ
が
愛
す
る
文
章
」
は
雑
誌
『
白
鳥
』
の
昭
和
二
十
二
年
一
月
号
か
ら
二
十
三
年
七
月
号
ま
で
断
続
的
に
十
一
回
に
わ
た
っ

て
連
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
毎
回
川
端
が
心
寄
せ
る
文
章
を
引
用
し
て
紹
介
し
、
そ
の
の
ち
に
川
端
に
よ
る
「
解
説
」
が

付
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
取
り
上
げ
ら
れ
た
文
章
は
、
島
崎
藤
村
の
随
筆
、『
更
級
日
記
』、
志
賀
直
哉
の
随
筆
、
小
学
五
年
生
の
綴
り
方
の
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文
章
、『
方
丈
記
』、
高
浜
虚
子
の
小
説
、
菊
池
寛
の
小
説
、
東
下
り
三
篇
（『
伊
勢
物
語
』『
平
家
物
語
』『
太
平
記
』）、
横
光
利
一
の
小

説
、
内
田
誠
の
随
筆
、『
源
氏
物
語
』
な
ど
で
あ
る
が
、
こ
の
中
の
第
六
回
（『
白
鳥
』
昭
和
二
十
三
年
一
月
号
）
に
掲
載
さ
れ
た
高
浜
虚

子
作
品
と
そ
の
解
説
が
、
戦
後
の
川
端
文
学
の
歩
み
の
中
で
一
定
の
意
味
を
有
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
推
測
さ
れ
、
取
り
上
げ
る
こ
と
に

し
た
い
。

一

高
浜
虚
子
は
、
周
知
の
よ
う
に
正
岡
子
規
か
ら
雑
誌
『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
を
継
承
し
、
日
本
近
代
俳
句
の
発
展
に
尽
力
し
た
人
物
で
あ

る
。
雑
誌
『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
は
子
規
の
提
唱
し
た
写
生
を
受
け
継
ぎ
、
俳
句
・
散
文
（
小
説
）
を
中
心
に
幅
広
い
活
動
を
展
開
し
て
い

る
。
夏
目
漱
石
の
『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』
が
『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
に
掲
載
さ
れ
人
気
を
博
し
た
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
ほ
か
伊
藤

左
千
夫
『
野
菊
の
墓
』、
夏
目
漱
石
『
坊
つ
ち
や
ん
』、
鈴
木
三
重
吉
『
千
鳥
』、
徳
田
秋
声
『
南
国
』、
田
山
花
袋
『
椿
の
花
』、
森
鷗
外

『
護
持
院
原
の
敵
討
』
を
は
じ
め
多
く
の
散
文
作
品
が
掲
載
さ
れ
た
。
高
浜
虚
子
自
身
も
一
時
期
小
説
の
方
に
重
点
を
置
い
て
活
動
し
て

い
た
時
期
が
あ
っ
た
が
、
や
が
て
俳
壇
に
復
帰
し
、「
客
観
写
生
」「
花
鳥
諷
詠
」
を
掲
げ
て
伝
統
に
根
ざ
し
た
定
型
・
有
季
の
俳
句
運
動

を
推
進
し
た
。

こ
う
し
た
高
浜
虚
子
に
つ
い
て
の
川
端
の
直
接
的
な
言
及
は
多
く
は
な
い
が
、
先
述
の
よ
う
に
戦
後
に
な
る
と
高
い
評
価
を
示
し
た
文

献
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

ち
な
み
に
中
学
時
代
の
川
端
康
成
の
日
記
・
手
帖
類
（『
川
端
康
成
全
集
』
補
巻
一
所
収
）
に
は
、「
写
生
」
や
「
写
生
文
」
の
語
は
見

ら
れ
、
ま
た
景
色
を
写
生
し
た
と
思
わ
れ
る
文
章
や
俳
句
の
試
作
が
認
め
ら
れ
る
。

虚
子
に
つ
い
て
の
直
接
的
言
及
は
、
太
平
洋
戦
争
後
の
文
芸
時
評
に
お
い
て
見
ら
れ
る
。
そ
れ
は
『
人
間
』
昭
和
二
十
二
年
四
月
号
の
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「
創
作
短
評
」
欄
に
発
表
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
冒
頭
に
述
べ
た
「
わ
が
愛
す
る
文
章
」
へ
と
繋
が
る
論
及
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る

も
の
で
あ
る
。
以
下
に
前
半
部
を
引
い
て
み
る（
１
）。

高
浜
虚
子
氏
の
「
虹
」（
苦
楽
）
と
「
愛
居
」（
小
説
と
読
物
）
と
を
一
月
の
雑
誌
で
読
み
、
え
ら
い
も
の
だ
と
思
つ
た
。
胸
の
澄

む
文
章
で
あ
る
。
位
の
高
い
作
品
と
は
か
う
い
ふ
の
だ
ら
う
。
近
ご
ろ
の
塵
を
払
は
れ
た
。
若
く
て
は
書
け
さ
う
に
な
い
。

聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
虚
子
氏
は
北
陸
旅
行
中
こ
の
「
虹
」
を
携
へ
、
会
が
あ
れ
ば
読
み
、
読
ん
で
は
直
さ
れ
た
と
い
ふ
。
虚

子
氏
ら
の
俳
句
の
集
ま
り
に
は
さ
う
い
ふ
こ
と
も
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
の
同
人
の
あ
ひ
だ
に
は
、
子
規
の
生

前
か
ら
、
自
作
の
文
章
を
朗
読
し
て
批
評
し
合
ふ
会
が
あ
り
、
そ
の
会
は
子
規
の
死
後
も
続
き
、
明
治
三
十
七
年
十
二
月
に
は
漱
石

が
虚
子
氏
の
す
す
め
に
よ
つ
て
「
吾
輩
は
猫
で
あ
る
」
の
第
一
章
を
出
品
し
た
と
、
虚
子
氏
は
「
漱
石
と
私
」
に
書
い
て
ゐ
ら
れ

る
。
そ
れ
か
ら
四
五
十
年
の
あ
ひ
だ
に
虚
子
氏
は
折
々
自
作
の
文
章
を
朗
読
さ
れ
た
こ
と
だ
ら
う
。
さ
う
思
へ
る
確
か
で
明
ら
か
な

言
葉
と
ひ
び
き
が
「
虹
」
や
「
愛
居
」
に
も
あ
る
や
う
だ
。
ま
た
そ
れ
か
ら
四
五
十
年
の
虚
子
氏
の
写
生
文
が
こ
れ
ら
の
作
に
行
き

着
い
た
の
だ
。

こ
こ
に
は
、
高
浜
虚
子
作
品
に
対
す
る
作
家
川
端
の
並
々
な
ら
ぬ
傾
倒
が
見
て
と
れ
よ
う
。
加
え
て
、
通
常
の
作
家
た
ち
の
文
章
作
法

と
は
異
な
り
、
自
作
の
写
生
文
を
同
人
の
前
で
朗
読
す
る
形
で
推
敲
を
深
め
て
ゆ
く
と
い
う
、
正
岡
子
規
以
来
の
文
章
作
法
に
依
拠
す
る

あ
り
方
へ
の
敬
意
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
右
の
批
評
文
の
中
で
、「
胸
の
澄
む
文
章
で
あ
る
。
位
の
高
い
作
品
と
は
か
う
い
ふ
の
だ
ら
う
。

近
ご
ろ
の
塵
を
払
は
れ
た
。
若
く
て
は
書
け
さ
う
に
な
い
。」
と
い
う
一
節
は
と
く
に
注
目
し
た
い
。
こ
れ
は
単
に
文
章
の
技
巧
を
論
じ

た
も
の
で
は
な
く
、
老
境
に
お
い
て
至
り
つ
い
た
清
澄
、
熟
達
の
作
家
の
境
地
を
も
捉
え
よ
う
と
し
た
言
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
述
べ
た
川
端
は
、
時
評
の
後
半
部
に
お
い
て
、「『
虹
』
も
『
愛
居
』
も
病
弱
の
若
い
弟
子
を
旅
の
道
中
に
見
舞
ふ
健
康
な

文
章
で
あ
る
。
こ
の
文
章
か
ら
今
日
の
作
家
を
連
想
す
る
な
ら
志
賀
直
哉
氏
で
あ
ら
う
か
と
思
ふ
」
と
記
し
、
敬
意
に
充
ち
た
分
析
を
行
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っ
て
い
る
。「
病
弱
の
若
い
弟
子
を
旅
の
道
中
に
見
舞
ふ
」
と
い
う
作
品
の
内
容
に
つ
い
て
は
後
に
述
べ
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
こ
の

時
評
に
示
さ
れ
た
格
別
な
虚
子
へ
の
傾
倒
が
、
こ
の
後
の
川
端
の
執
筆
活
動
へ
と
繋
が
っ
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

さ
て
、
前
掲
の
「
創
作
短
評
」（『
人
間
』
昭
和
二
十
二
年
四
月
）
以
降
の
川
端
の
虚
子
へ
の
言
及
は
、
以
下
の
よ
う
に
見
ら
れ
る
。

・「
わ
が
愛
す
る
文
章　

愛
子
抄
」（『
白
鳥
』
昭
和
二
十
三
年
一
月
）

・『
定
本
虚
子
全
集
』「
推
薦
文
」（
昭
和
二
十
三
年
九
月
、
創
元
社
）

・
高
浜
虚
子
『
虹
・
椿
子
物
語
他
三
篇
』「
解
説
」（
昭
和
三
十
一
年
十
一
月
、
角
川
文
庫
）

こ
れ
ら
の
う
ち
、「
わ
が
愛
す
る
文
章　

愛
子
抄
」
に
つ
い
て
は
詳
し
く
論
じ
た
い
の
で
後
に
ゆ
ず
り
、
先
に
『
定
本
虚
子
全
集
』「
推

薦
文
」
と
角
川
文
庫
『
虹
・
椿
子
物
語
他
三
篇
』「
解
説
」
に
つ
い
て
言
及
す
る
。
こ
の
二
篇
は
い
ず
れ
も
短
文
で
、
ほ
ぼ
同
様
の
内
容

の
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
『
定
本
虚
子
全
集
』「
推
薦
文
」
を
見
て
お
こ
う
。

子
規
や
漱
石
は
勿
論
大
き
い
仕
事
を
し
た
が
、
早
く
斃
れ
た
と
い
ふ
憾
み
は
そ
の
作
物
に
も
感
じ
ら
れ
る
。
ま
こ
と
に
天
器
を
大

成
さ
れ
た
の
は
虚
子
氏
で
あ
る
。
虚
子
氏
の
近
作
を
見
て
も
、
日
本
的
芸
術
の
ゆ
き
つ
く
典
型
の
一
つ
と
し
て
、
今
日
に
は
比
類
の

な
い
宝
と
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
明
治
以
後
の
作
家
で
最
も
円
熟
の
境
に
至
り
得
た
人
で
あ
ら
う
。

俳
句
の
こ
と
は
深
く
知
ら
な
い
が
、
虚
子
氏
の
散
文
、
殊
に
小
品
や
小
説
は
予
て
深
く
尊
敬
し
て
ゐ
る
。
高
く
、
正
し
く
、
確
か

な
文
章
と
い
ふ
点
で
も
、
虚
子
氏
の
後
の
作
家
で
は
志
賀
直
哉
氏
を
見
る
く
ら
ゐ
の
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
老
来
「
虹
」
な
ど
に
い

よ
い
よ
匂
ふ
若
さ
と
艶
と
は
世
阿
弥
な
ど
の
言
ふ
ま
こ
と
の
「
花
」
で
あ
ら
う
か
。

推
薦
文
の
前
半
部
を
引
い
た
。
こ
こ
で
は
、
先
の
「
創
作
短
評
」
の
内
容
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
、
高
浜
虚
子
の
文
学
の
完
成
さ
れ
た
姿

に
世
阿
弥
の
い
う
「
花
」
の
美
を
見
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
そ
こ
に
、
虚
子
の
最
近
作
で
あ
る
『
虹
』
を
具
体
例
と
し
て
指
し
示
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
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全
集
推
薦
文
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
て
も
、
こ
こ
に
見
ら
れ
る
川
端
の
虚
子
へ
の
傾
倒
は
、
や
は
り
尋
常
の
も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ

う
。
老
境
に
至
り
て
の
虚
子
の
高
い
完
成
の
姿
と
、
そ
れ
が
日
本
文
学
の
伝
統
に
し
か
と
繋
が
っ
て
い
る
と
の
認
識
が
こ
こ
に
は
見
ら
れ

る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
う
し
た
川
端
の
高
浜
虚
子
へ
の
思
い
が
川
端
自
ら
の
創
作
に
ど
の
よ
う
な
刺
激
を
与
え
た
の
か
が
関
心
事
と
な
っ

て
く
る
の
で
あ
る
。

な
お
、
先
に
言
及
し
た
角
川
文
庫
の
『
虹
・
椿
子
物
語
他
三
篇
』
の
「
解
説
」
も
、
前
半
部
は
前
掲
の
『
定
本
虚
子
全
集
』
推
薦
文
と

全
く
同
じ
で
あ
る
。
後
半
部
も
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
が
、
文
庫
の
解
説
文
で
は
末
尾
の
全
集
推
薦
の
辞
が
削
ら
れ
て
い
る
。

二

さ
て
、「
わ
が
愛
す
る
文
章
」
の
第
六
回
（『
白
鳥
』
昭
和
二
十
三
年
一
月
）
は
、「
愛
子
抄　

高
浜
虚
子
」
と
銘
打
た
れ
て
四
章
か
ら

成
る
虚
子
の
作
品
が
掲
載
さ
れ
、
そ
の
後
に
川
端
の
か
な
り
詳
し
い
「
解
説
」
が
付
さ
れ
て
い
る
。

「
愛
子
抄
」
と
い
う
表
題
に
つ
い
て
は
、「
解
説
」
の
冒
頭
で
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

 

「
愛
子
抄
」
と
は
、
私
が
作
者
に
こ
と
わ
り
な
く
つ
け
た
題
名
で
、
愛
子
と
い
ふ
人
を
書
い
た
高
浜
虚
子
氏
の
三
つ
の
作
品
、「
虹
」

と
「
愛
居
」
と
「
音
楽
は
尚
ほ
続
き
を
り
」
と
か
ら
、
愛
子
の
姿
の
鮮
明
な
と
こ
ろ
、
虚
子
氏
の
思
ひ
の
高
調
の
と
こ
ろ
を
、
こ
れ

も
私
が
作
者
に
こ
と
わ
り
な
く
抜
萃
し
て
み
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
愛
子
と
い
う
女
性
が
登
場
す
る
虚
子
の
連
作
的
な
三
作
品
を
、
川
端
な
り
の
視
点
か
ら
編
集
、
抄
出

し
た
の
が
「
愛
子
抄
」
な
の
で
あ
る（
２
）。

少
な
く
と
も
こ
こ
に
は
、
愛
子
と
い
う
女
性
像
に
対
す
る
川
端
の
関
心
の
深
さ
が
認
め
ら
れ
る
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
「
愛
子
抄
」
の
「
解
説
」
文
に
つ
い
て
は
、
川
端
自
筆
の
原
稿
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
現
在
、
大
阪
の
茨
木
市
立
川
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端
康
成
文
学
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
原
稿
を
調
査
す
る
機
会
が
あ
り
、
以
下
し
ば
ら
く
そ
の
原
稿
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た

い
。
平
成
二
十
五
年
度
科
学
研
究
費
助
成
事
業
に
よ
る
研
究
「
日
本
近
代
文
学
館
他
に
お
け
る
川
端
康
成
・
肉
筆
資
料
の
調
査
研
究
」

（
基
盤
研
究
Ｃ
、
課
題
番
号25370242

、
研
究
代
表
者
・
片
山
倫
太
郎
、
研
究
分
担
者
・
田
村
充
正
・
田
村
嘉
勝
・
福
田
淳
子
・
山
田
吉

郎
、
研
究
協
力
者
・
杵
渕
由
香
・
佐
藤
翔
哉
・
堀
内
京
、
平
成
二
十
五
年
四
月
よ
り
四
年
間
の
計
画
）
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
調
査

研
究
の
中
で
茨
木
市
立
川
端
康
成
文
学
館
の
所
蔵
資
料
を
調
査
さ
せ
て
い
た
だ
く
機
会
が
あ
っ
た
。
そ
の
折
り
に
閲
覧
し
た
原
稿
と
、
初

出
誌
（『
白
鳥
』
昭
和
二
十
三
年
一
月
号
、
国
立
国
会
図
書
館
蔵
）
お
よ
び
現
在
『
川
端
康
成
全
集
』
第
三
十
二
巻
に
収
録
さ
れ
て
い
る

「
解
説
」
を
つ
き
合
わ
せ
て
み
た
い
。
な
お
、
全
集
所
収
本
文
は
、「
解
題
」
で
は
「
本
全
集
で
は
、
発
表
誌
を
底
本
と
し
て
用
ゐ
、
著
者

の
手
許
に
遺
さ
れ
て
ゐ
る
発
表
誌
か
ら
の
切
抜
を
参
照
し
て
、
本
文
を
作
成
し
た
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
以
下
に
異
同
箇
所
を
指
摘
し

て
ゆ
き
た
い
が
、
句
読
点
の
有
無
や
仮
名
遣
い
の
訂
正
等
は
い
く
つ
か
あ
り
、
こ
こ
で
は
原
則
と
し
て
省
略
す
る
こ
と
と
す
る
。
ま
た
、

初
出
誌
で
は
虚
子
作
品
『
音
楽
は
尚
ほ
続
き
を
り
』
の
題
名
の
漢
字
・
仮
名
表
記
に
若
干
の
不
統
一
が
あ
る
が
、
こ
れ
も
言
及
に
と
ど
め

る
。
本
稿
で
は
そ
れ
以
外
の
異
同
を
掲
げ
る
こ
と
と
し
、
便
宜
上
、
全
集
第
三
十
二
巻
所
収
の
本
文
の
頁
に
沿
う
形
で
記
し
て
ゆ
く
。

・
全
集
一
四
九
頁
四
行
目

抜
萃
←
抜
萃
（
初
出
）・
抜
粋
（
原
稿
）

・
同
頁
一
四
行
目

艶
←
艶
（
初
出
）・
艶え
ん

（
原
稿
）

・
同
頁
一
五
行
目

虚
子
の
近
作
←
虚
子
の
近
作
（
初
出
）・
虚
子
氏
の
近
作
（
原
稿
）

・
一
五
〇
頁
二
行
目
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小
諸
←
小こ
も
ろ諸

（
初
出
・
原
稿
）

・
同
頁
一
〇
行
目

素
晴
ら
し
い
虹
←
素
晴
し
い
虹
（
初
出
・
原
稿
）

・
同
頁
一
八
行
目

（
改
行
し
て
）「
音
楽
は
尚
ほ
続
き
を
り
」
の
音
楽
の
主
題
は
虹
で
あ
る
。
←
（
組
版
の
関
係
で
改
行
か
ど
う
か
は
不
明
）（
初

出
）・（
改
行
な
し
）（
原
稿
）

・
一
五
一
頁
一
〇
行
目

互
に
頼
り
頼
ら
れ
て
←
互
に
た
よ
り
頼
ら
れ
て
（
初
出
・
原
稿
）

・
同
頁
一
七
行
目

柏
翠
位
の
年
輩
←
柏
翠
の
年
輩
（
初
出
）・
柏
翠
位
の
年
輩
（
原
稿
）

・
一
五
二
頁
六
行
目
〜
七
行
目

「
愛
子
の
最
も
好
み
、
喜
ん
だ
、
先
生
ー
愛
子
ー
私
と
云
つ
た
、
つ
な
が
り
」
←
「
愛
子
の
最
も
好
み
、
喜
ん
だ
、
先
生
ー
愛
子

ー
私
、
と
言
つ
た
、
つ
な
が
り
」（
初
出
・
原
稿
）

・
同
頁
七
行
目

先
生
の
光
の
中
に
←
先
生
の
光
の
な
か
に
（
初
出
・
原
稿
）

・
同
頁
一
一
行
目

小
諸
鎌
倉
を
よ
ん
だ
。
ま
た
同
門
の
杞
陽
が
←
小
諸
鎌
倉
を
よ
ん
だ
。
ま
た
同
門
の
杞
陽
が
（
初
出
）・
小
諸
、
鎌
倉
を
よ
ん
だ
。

ま
た
、
同
の
杞
陽
が
（
原
稿
）
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以
上
が
全
集
所
収
本
文
と
初
出
誌
、
原
稿
と
の
主
な
異
同
で
あ
る
。
そ
の
異
同
は
若
干
の
字
句
の
統
一
、
訂
正
と
い
っ
た
も
の
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
よ
う
で
、
と
く
に
内
容
に
か
か
わ
る
よ
う
な
大
き
な
変
化
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
あ
る
い
は
初
出
誌
で
は
特
別
に
著
者
校
正
は

行
わ
れ
な
か
っ
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
か
。

な
お
、
こ
の
ほ
か
に
自
筆
原
稿
に
お
い
て
、
高
浜
虚
子
の
作
風
を
形
容
し
た
表
現
に
改
変
が
な
さ
れ
て
い
る
部
分
が
あ
り
、
注
目
さ
れ

る
。
そ
れ
は
、
愛
子
を
詠
ん
だ
虚
子
の
句
七
句
を
引
用
し
た
あ
と
に
川
端
が
記
し
た
次
の
一
文
で
あ
る
。
定
稿
（
川
端
全
集
）
を
示
す
。

老
大
家
の
句
と
し
て
は
驚
く
ば
か
り
烈
輝
で
あ
り
艶
麗
で
あ
る
。（
初
出
誌
『
白
鳥
』
も
異
同
な
し
）

こ
の
一
文
の
「
烈
輝
」
の
箇
所
に
つ
い
て
、
川
端
の
自
筆
原
稿
で
は
初
案
が
「
熱
烈
」
と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
が
抹
消
さ
れ
「
烈
輝
」

と
改
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
箇
所
は
、
川
端
の
高
浜
虚
子
観
を
示
す
重
要
な
部
分
で
あ
り
、
後
に
論
及
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

さ
て
、
こ
こ
で
「
愛
子
抄
」
の
「
解
説
」
の
内
容
に
つ
い
て
具
体
的
に
見
て
ゆ
こ
う
。
ま
ず
、
愛
子
と
い
う
女
性
像
に
つ
い
て
、
川
端

は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

虚
子
の
近
作
は
す
べ
て
事
実
あ
り
の
ま
ま
の
記
録
、
こ
れ
ら
三
つ
の
作
品
も
日
記
風
、
愛
子
以
外
の
人
物
も
本
名
で
出
て
ゐ
る
。

殊
に
「
音
楽
は
尚
ほ
続
き
を
り
」
は
年
月
を
明
ら
か
に
し
て
章
を
分
ち
、
愛
子
の
死
は
昭
和
二
十
二
年
四
月
一
日
と
記
さ
れ
て
ゐ

る
。（
中
略
）
虚
子
氏
が
北
陸
の
旅
の
み
ち
す
が
ら
初
め
て
愛
子
の
家
を
お
と
づ
れ
た
の
が
「
虹
」、
次
に
お
と
づ
れ
た
の
が
「
愛

居
」、
そ
し
て
「
音
楽
は
尚
ほ
続
き
を
り
」
で
は
、
愛
子
達
も
昭
和
二
十
一
年
六
月
に
虚
子
氏
の
小
諸
の
俳
句
会
に
参
加
し
、
虚
子

氏
が
同
年
十
月
三
国
に
愛
子
の
病
床
を
見
舞
ひ
、
翌
二
十
二
年
四
月
に
愛
子
の
臨
終
や
没
後
の
模
様
を
手
紙
で
聞
く
と
こ
ろ
ま
で
書

か
れ
て
ゐ
る
。

こ
の
よ
う
に
愛
子
は
北
陸
に
住
む
実
在
の
女
性
で
、
高
浜
虚
子
の
俳
句
の
弟
子
と
し
て
虚
子
と
交
流
を
も
ち
、
は
か
な
く
病
で
亡
く
な

っ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
留
意
す
べ
き
は
そ
の
愛
子
を
め
ぐ
る
人
間
模
様
で
、
後
に
触
れ
る
が
川
端
作
品
と
も
一
脈
の
関
連
が
あ
る
よ
う
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に
も
想
像
さ
れ
る
。
川
端
が
虚
子
作
品
の
本
文
に
即
し
な
が
ら
、
そ
の
人
間
模
様
を
解
説
し
た
部
分
を
次
に
引
く
。

虚
子
氏
と
愛
子
と
は
師
弟
の
あ
ひ
だ
が
ら
だ
が
、
や
は
り
虚
子
門
の
柏
翠
と
愛
子
お
よ
び
そ
の
母
と
の
三
人
が
「
互
に
頼
り
頼
ら

れ
て
淋
し
い
生
活
を
営
」
む
や
う
に
な
つ
た
縁
因
は
、「
虹
」
に
も
「
音
楽
は
尚
ほ
続
き
を
り
」
に
も
出
て
ゐ
る
。

「
柏
翠
は
鎌
倉
の
七
里
ヶ
浜
の
鈴
木
病
院
に
十
年
間
も
入
院
し
て
ゐ
た
天
涯
孤
独
の
人
で
、
其
所
で
矢
張
り
入
院
し
て
来
た
愛
子

と
も
逢
ひ
、
又
愛
子
の
お
母
さ
ん
と
も
心
や
す
く
な
つ
た
の
で
あ
る
。
愛
子
が
柏
翠
に
俳
句
を
学
ん
だ
の
は
其
頃
で
あ
る
。
其
後
愛

子
は
三
国
に
帰
り
、
柏
翠
は
鎌
倉
と
三
国
を
往
来
し
、
今
は
三
国
に
滞
留
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。」（
中
略
）
柏
翠
は
以
前
虚
子
氏
の

鎌
倉
の
家
に
来
て
、
愛
子
と
結
婚
し
よ
う
か
と
思
ふ
こ
と
も
あ
る
が
と
言
つ
た
け
れ
ど
も
、
二
人
と
も
胸
を
病
ん
で
ゐ
る
か
ら
、
虚

子
氏
に
も
よ
く
考
へ
て
か
ら
に
し
た
ま
へ
と
言
は
れ
て
、

「『
結
婚
し
な
い
こ
と
に
し
ま
せ
う
。
其
方
が
結
局
二
人
の
幸
福
で
す
か
ら
。』

と
言
つ
た
。
私
は
今
迄
私
の
い
ふ
こ
と
は
何
で
も
正
直
に
守
る
柏
翠
で
あ
る
こ
と
を
知
つ
て
ゐ
る
の
で
、
柏
翠
の
こ
の
言
葉
に
対
し

て
、
惨
酷
な
申
訳
の
無
い
こ
と
を
言
つ
て
し
ま
つ
た
や
う
に
覚
え
た
。
併
し
其
を
又
取
消
す
気
に
も
な
れ
な
か
つ
た
。
」

愛
子
と
柏
翠
と
は
か
う
い
ふ
愛
し
方
で
あ
つ
た
。

虚
子
も
川
端
も
鎌
倉
住
ま
い
で
あ
り
、
ま
た
鎌
倉
七
里
ヶ
浜
の
病
院
で
虚
子
門
の
柏
翠
と
愛
子
、
そ
の
母
が
出
会
い
交
流
を
深
め
て
ゆ

く
わ
け
で
、
川
端
と
し
て
も
親
近
感
を
も
っ
て
こ
の
人
間
模
様
を
受
け
止
め
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
さ
ら
に
こ
の
人
間
模
様
が
、
作
家

で
あ
る
川
端
の
関
心
を
惹
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
関
心
の
深
さ
を
示
す
の
が
、
川
端
自
ら
が
「
わ
が
愛
す
る
文
章
」
に
お
い
て

「
愛
子
抄
」
と
い
う
表
題
を
新
た
に
つ
け
虚
子
作
品
を
再
編
集
し
た
試
み
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
虚
子
作
品
に
出
て
く
る
愛
子
と
柏
翠
は
、
実
在
の
人
物
で
あ
る
。『
定
本
高
浜
虚
子
全
集
』（
毎
日
新
聞
社
）
第
十
五
巻

「
書
簡
・
資
料
集
」
の
「
後
註
」
に
よ
れ
ば
、
愛
子
に
つ
い
て
は
、「
森
田
愛
子
（
大
６
〜
昭
22
）
福
井
県
生
ま
れ
。
森
田
三
郎
右
ヱ
門
の
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四
女
。
昭
和
十
五
年
よ
り
柏
翠
の
指
導
で
作
句
。
の
ち
柏
翠
と
と
も
に
虚
子
に
師
事
。
句
集
『
虹
』（
共
著
）。『
虹
』
の
主
人
公
。」
と
記

さ
れ
、
柏
翠
に
つ
い
て
は
、「
伊
藤
柏
翠
（
明
31
〜
）
本
名
勇
。
東
京
生
ま
れ
。
松
原
地
蔵
尊
、
虚
子
の
指
導
を
受
け
た
。『
花
鳥
』
主

宰
。
北
陸
テ
レ
ビ
社
長
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
虚
子
全
集
所
収
の
書
簡
中
に
は
、
虚
子
が
こ
の
二
人
の
こ
と
を
小
説
に
書

く
に
あ
た
っ
て
配
慮
、
打
診
を
し
た
手
紙
も
見
ら
れ
る
。
さ
ら
に
愛
子
の
逝
去
後
、
虚
子
の
『
虹
』
が
ラ
ジ
オ
放
送
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
、
柏
翠
に
あ
て
て
、

 

「
虹
」
を
四
月
二
十
九
日
四
時
よ
り
四
時
半
迄
東
京
第
一
放
送
に
て
放
送
す
る
由
に
候
。
最
早
聞
く
の
も
厭
や
と
御
考
か
と
も
存
じ

候
へ
ど
、
そ
れ
な
ら
ば
知
ら
し
て
く
れ
た
ら
よ
か
つ
た
の
に
と
い
は
れ
る
か
も
し
れ
ぬ
と
存
じ
御
報
告
置
候
。

お
母
様
に
よ
ろ
し
く
。
放
送
の
都
合
に
て
お
母
様
の
お
唄
は
新
橋
の
名
妓
で
あ
つ
た
〆
子
と
い
ふ
今
は
鎌
倉
に
隠
栖
し
て
ゐ
る
人
が

河
東
節
の
「
白
鷺
」
を
唄
ふ
と
い
ふ
こ
と
で
す
。

と
い
う
葉
書
（
昭
和
二
十
二
年
四
月
二
十
六
日
付
）
を
送
っ
た
り
し
て
い
る（
３
）。

こ
の
よ
う
に
高
浜
虚
子
は
、
『
虹
』
が
実
在
の
人
物
を
扱

っ
た
作
品
で
あ
っ
た
だ
け
に
相
応
の
配
慮
を
払
っ
て
い
た
様
子
が
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
川
端
が
心
を
寄
せ
た
「
愛
子
抄
」
と
は
ど
の
よ
う
な
作
品
世
界
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
川
端
は
「
解
説
」
で
「
愛
子
の
姿
の

鮮
明
な
と
こ
ろ
、
虚
子
氏
の
思
ひ
の
高
調
の
と
こ
ろ
を
、
こ
れ
も
私
が
作
者
に
こ
と
わ
り
な
く
抜
萃
し
て
み
た
の
で
あ
る
。」
と
述
べ
て

い
た
よ
う
に
、
そ
の
抜
粋
し
た
部
分
は
作
家
川
端
自
身
が
と
く
に
心
惹
か
れ
た
部
分
で
も
あ
る
の
で
あ
る
。

次
に
、「
愛
子
抄
」
か
ら
川
端
自
身
が
注
目
し
た
で
あ
ろ
う
場
面
、
描
写
を
い
く
つ
か
見
て
ゆ
く
こ
と
に
す
る
。

ま
ず
第
一
に
、
第
一
章
で
「
私
」
や
愛
子
が
列
車
内
か
ら
虹
を
見
る
場
面
に
目
を
向
け
た
い
。

そ
の
時
ふ
と
見
る
と
、
丁
度
三
国
の
方
角
に
当
つ
て
虹
が
立
つ
て
ゐ
る
の
が
目
に
と
ま
つ
た
。

 

「
虹
が
立
つ
て
ゐ
る
。」
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と
私
は
其
方
を
指
し
た
。
愛
子
も
柏
翠
も
お
母
さ
ん
も
体
を
ね
ぢ
向
け
て
其
方
を
見
た
。
そ
れ
は
極
め
て
鮮
明
な
虹
で
あ
つ
た
。
其

時
愛
子
は
独
り
言
の
や
う
に
言
つ
た
。

 

「
あ
の
虹
の
橋
を
渡
つ
て
鎌
倉
へ
行
く
こ
と
に
し
ま
せ
う
。
今
度
虹
が
た
つ
た
時
に
…
…
」

 

（
中
略
）
私
も
そ
こ
に
立
つ
て
ゐ
る
虹
を
見
な
が
ら
、
其
上
を
愛
子
が
渡
つ
て
行
く
姿
を
想
像
し
た
り
し
て
、

 

「
渡
つ
て
い
ら
つ
し
や
い
。
杖
で
も
つ
い
て
」

 

「
え
え
杖
を
つ
い
て
…
…
」

愛
子
は
考
へ
深
さ
う
に
口
を
噤
ん
だ
。

こ
れ
は
し
っ
と
り
と
し
た
情
緒
を
た
た
え
た
、
あ
え
か
に
美
し
い
叙
述
で
あ
る
。
と
く
に
「
あ
の
虹
の
橋
を
渡
つ
て
鎌
倉
へ
行
く
こ
と

に
し
ま
せ
う
。
今
度
虹
が
た
つ
た
時
に
…
…
」
と
つ
ぶ
や
く
愛
子
の
言
葉
は
哀
切
で
美
し
い
。
こ
の
よ
う
な
虹
の
描
写
に
川
端
は
あ
る
程

度
注
目
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
戦
後
の
川
端
文
学
に
は
、『
虹
い
く
た
び
』
を
は
じ
め
虹
に
重
要
な
意
味
を
付
与
し
て
描
い

た
作
品
が
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
う
し
た
川
端
の
創
作
と
の
関
連
性
に
つ
い
て
は
後
述
し
た
い
。

第
二
に
注
目
し
た
い
の
は
、
作
中
の
「
私
」
が
ふ
と
涙
を
禁
じ
え
な
く
な
る
愛
子
と
そ
の
母
の
所
作
で
あ
る
。
俳
句
会
が
終
わ
っ
て
山

中
の
温
泉
地
で
宴
会
が
開
か
れ
る
が
、
そ
の
宴
も
半
ば
に
な
っ
て
、
愛
子
の
母
が
唄
と
踊
り
を
披
露
す
る
場
面
が
あ
る
。
後
に
詳
し
く
触

れ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
母
が
踊
り
を
披
露
す
る
場
面
を
短
く
引
く
。

其
う
ち
誰
か
が
す
す
め
た
も
の
で
あ
つ
た
か
、
又
自
ら
進
ん
で
や
つ
た
も
の
か
、
お
母
さ
ん
は
立
上
つ
て
踊
り
は
じ
め
た
。（
中

略
）
こ
こ
に
も
亦
昔
の
名
妓
の
面
影
を
見
る
こ
と
が
出
来
て
、
私
の
眼
か
ら
は
涙
が
こ
ぼ
れ
落
ち
る
許
り
に
な
つ
た
。（
中
略
）

其
時
ふ
と
座
を
立
つ
て
其
お
母
さ
ん
の
後
ろ
に
立
つ
た
の
は
愛
子
で
あ
つ
た
。
そ
れ
が
亦
踊
る
の
で
あ
つ
た
。
私
は
あ
の
か
ぼ
そ

い
弱
々
し
い
愛
子
が
こ
こ
に
現
れ
よ
う
と
は
予
期
し
な
か
つ
た
の
で
、
忽
ち
胸
に
こ
み
上
げ
て
来
る
も
の
が
あ
つ
た
。



九
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こ
こ
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
母
と
娘
が
ひ
っ
そ
り
と
暮
ら
し
な
が
ら
重
な
り
合
う
よ
う
に
描
か
れ
る
構
想
は
、
戦
後
の
川
端
作
品
に
も
相

似
の
も
の
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
、
と
く
に
戦
後
の
代
表
作
『
千
羽
鶴
』
に
出
て
く
る
太
田
母
娘
の
こ
と
が
想
起
さ
れ
る
が
、
後
に

詳
述
し
た
い
。

川
端
が
注
目
し
た
場
面
と
し
て
第
三
に
指
摘
し
た
い
の
は
、
虚
子
が
弟
子
で
あ
る
愛
子
へ
の
思
い
を
い
く
つ
か
の
俳
句
に
詠
ん
だ
一
節

で
あ
る
。曾

て
私
は
愛
子
が
「
虹
の
橋
を
渡
つ
て
鎌
倉
へ
行
か
う
」
と
言
つ
た
こ
と
か
ら
、
虹
と
い
ふ
と
す
ぐ
愛
子
を
思
ひ
出
す
の
で
、
小

諸
に
ゐ
て
浅
間
山
に
虹
の
立
つ
た
時
、

浅
間
か
け
て
虹
の
立
ち
た
る
君
知
る
や

虹
立
ち
て
忽
ち
君
の
在
る
如
し

虹
消
え
て
忽
ち
君
の
無
き
如
し

と
い
ふ
三
句
を
書
い
て
愛
子
に
贈
つ
た
こ
と
が
あ
つ
た
。
其
後
又
小
諸
に
在
つ
て
、

虹
消
え
て
音
楽
は
尚
続
き
を
り

虹
消
え
て
小
説
は
尚
続
き
を
り

と
い
ふ
句
を
作
つ
た
が
、
こ
れ
も
何
と
な
く
愛
子
を
心
に
描
い
て
の
こ
と
で
あ
つ
た
。
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右
の
場
面
に
注
目
し
た
川
端
に
は
、
俳
句
文
芸
、
虚
子
俳
句
に
つ
い
て
の
一
定
の
理
解
が
存
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ふ
り
返
っ
て
み
れ

ば
、
川
端
は
少
年
期
の
茨
木
中
学
時
代
か
ら
俳
句
・
短
歌
の
投
稿
を
行
っ
て
お
り
、
ま
た
『
雪
国
』
の
稿
を
書
き
継
い
で
い
る
昭
和
十
年

代
に
は
「
平
穏
温
泉
だ
よ
り
」（『
文
学
界
』
昭
和
十
一
年
十
二
月
）「
信
濃
の
話
」（『
文
藝
』
昭
和
十
二
年
十
月
）
な
ど
に
俳
句
・
俳
諧

に
つ
い
て
の
言
及
が
あ
り
、
さ
ら
に
戦
後
の
自
伝
と
も
言
え
る
「
独
影
自
命
」
や
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
の
際
の
随
筆
「
秋
の
野
に
」（『
新

潮
』
昭
和
四
十
三
年
十
二
月
）「
夕
日
野
」（『
新
潮
』
昭
和
四
十
四
年
一
月
）、「
都
の
す
が
た
―
―
と
ど
め
お
か
ま
し
」（
東
山
魁
夷
『
京

洛
四
季
』「
序
」、
昭
和
四
十
四
年
九
月
、
新
潮
社
）
な
ど
で
は
自
作
の
俳
句
を
記
し
て
も
い
る
。
と
く
に
「
独
影
自
命
」
で
は
、
昭
和

二
十
八
年
の
一
月
に
裏
千
家
の
初
釜
に
招
か
れ
た
折
り
に
川
端
自
ら
が
俳
句
を
詠
ん
だ
こ
と
に
触
れ
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

十
年
ぶ
り
く
ら
ゐ
の
、
絶
え
て
久
し
い
句
作
だ
。

初
釜
に
宗
匠
還
暦
の
年
と
言
ふ

初
釜
の
床
に
大
き
柳
枝
垂
れ
を
り

初
釜
に
二
百
年
な
る
銀
の
風
爐

初
釜
の
背
に
大
観
の
富
士
雲
海

初
釜
の
広
間
家
元
爛
漫
と

初
釜
づ
く
し
は
素
人
の
つ
た
な
さ
だ
が
、
無
造
作
な
写
生
は
い
さ
さ
か
虚
子
風
で
あ
る
か
。

自
ら
の
句
作
に
見
ら
れ
る
「
無
造
作
な
写
生
」
を
、
川
端
は
「
い
さ
さ
か
虚
子
風
で
あ
る
か
。」
と
見
な
し
て
い
る
。
む
ろ
ん
そ
れ
ほ

ど
重
い
場
で
の
発
言
で
は
な
い
が
、
高
浜
虚
子
の
句
風
に
つ
い
て
川
端
に
一
定
の
理
解
が
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
、
そ
れ
は
ま
た
先

述
の
「
愛
子
抄
」
を
め
ぐ
る
注
目
、
論
及
の
中
で
深
め
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
。

右
に
述
べ
た
よ
う
に
、
川
端
の
俳
句
へ
の
関
心
に
は
相
応
の
も
の
が
あ
り
、
そ
う
し
た
背
景
の
も
と
に
「
愛
子
抄
」
中
の
虚
子
俳
句
へ
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の
注
目
が
な
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
と
く
に
前
掲
の
虚
子
俳
句
「
虹
立
ち
て
忽
ち
君
の
在
る
如
し
」「
虹
消
え
て
忽
ち
君
の
無
き
如

し
」
の
句
は
ま
さ
に
虚
子
の
「
無
造
作
」
な
作
風
が
顕
著
で
あ
り
つ
つ
あ
え
か
な
「
君
」
へ
の
心
情
が
に
じ
み
出
て
い
て
、
印
象
深
い
作

で
あ
る
。
そ
れ
と
と
も
に
、
は
か
な
く
も
断
ち
切
り
が
た
い
人
へ
の
愛
憐
と
虹
の
形
象
を
重
ね
合
わ
せ
た
モ
チ
ー
フ
に
、
川
端
文
学
と
繋

が
る
も
の
が
あ
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
、
川
端
が
注
目
し
た
「
愛
子
抄
」
の
場
面
を
い
く
つ
か
取
り
上
げ
た
が
、
こ
う
し
た
場
面
を
は
じ
め
「
愛
子
抄
」
で
は
全
篇
に
わ

た
っ
て
虚
子
の
愛
子
へ
の
情
愛
が
流
露
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
愛
子
は
虚
子
の
弟
子
の
一
人
で
あ
り
、
虚
子
の
愛
子
へ
の
思
い
は
俳
句

の
師
と
し
て
の
立
場
か
ら
の
深
い
情
に
充
ち
て
い
る
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
恋
愛
感
情
と
い
う
も
の
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
同
じ

虚
子
の
弟
子
の
一
人
に
柏
翠
が
お
り
、
彼
は
愛
子
の
家
に
同
居
し
て
愛
子
と
の
結
婚
も
一
時
は
考
え
て
い
た
様
子
が
つ
づ
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
虚
子
の
愛
子
へ
の
情
愛
に
は
、
こ
ま
や
か
で
い
た
わ
り
に
充
ち
た
も
の
が
あ
る
。
そ
の
点
に
着
目
し
て
川
端
は
「
愛
子
抄
」

の
「
解
説
」
の
末
尾
で
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

虚
子
氏
が
こ
の
愛
子
に
注
い
だ
愛
憐
の
情
は
抄
出
の
文
章
に
明
ら
か
で
あ
る
。
勿
論
恋
愛
と
は
言
へ
な
い
が
、
老
大
家
の
胸
に
あ

ざ
や
か
な
虹
は
立
つ
た
の
で
あ
る
。
さ
う
し
て
わ
が
国
で
は
珍
ら
し
い
、
老
大
家
が
若
い
女
を
描
い
た
名
作
が
生
れ
た
の
で
あ
る
。

虚
子
氏
は
明
治
七
年
出
生
、
も
う
七
十
歳
を
越
え
て
ゐ
ら
れ
る
。

こ
こ
で
川
端
が
述
べ
て
い
る
「
わ
が
国
で
は
珍
ら
し
い
、
老
大
家
が
若
い
女
を
描
い
た
名
作
が
生
れ
た
」
と
い
う
捉
え
方
は
重
要
で
あ

ろ
う
。
言
う
ま
で
も
な
く
『
山
の
音
』
に
代
表
さ
れ
る
戦
後
の
川
端
文
学
と
の
関
連
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

と
く
に
先
に
掲
げ
た
「
解
説
」
の
中
で
注
目
し
た
い
の
は
、
愛
子
を
詠
ん
だ
虚
子
俳
句
七
句
（
前
出
の
五
句
の
ほ
か
「
虹
の
橋
渡
り
交

し
て
相
見
舞
ひ
」「
虹
の
橋
渡
り
遊
ぶ
も
意
の
ま
ま
に
」
の
二
句
を
含
む
）
を
引
用
し
た
後
に
記
し
た
川
端
の
感
想
で
あ
り
、

老
大
家
の
句
と
し
て
は
驚
く
ば
か
り
烈
輝
で
あ
り
艶
麗
で
あ
る
。
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と
記
さ
れ
て
い
る
。
「
烈
輝
」
「
艶
麗
」
の
語
が
川
端
の
見
方
を
よ
く
伝
え
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
先
の
章
で
述
べ
た
よ
う
に
こ
の
箇
所
は
、
前
出
の
川
端
自
筆
原
稿
で
は
若
干
の
推
敲
の
跡
が
確
認
さ
れ
、
初
案
で
は
、

老
大
家
の
句
と
し
て
は
驚
く
ば
か
り
熱
烈
で
あ
り
艶
麗
で
あ
る
。

と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
文
中
の
「
熱
烈
」
が
抹
消
さ
れ
て
、
替
わ
っ
て
「
烈
輝
」
の
語
が
据
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
初
案
の
「
熱

烈
」
の
語
は
、
相
当
に
直
接
的
な
表
現
で
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
に
愛
子
を
詠
ん
だ
虚
子
俳
句
へ
の
川
端
の
驚
き
と
感
動
を
直
に
あ
ら
わ
し

て
い
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
注
目
は
、
前
述
の
よ
う
に
戦
後
の
川
端
文
学
の
い
く
つ
か
に
そ
の
モ
チ
ー
フ
に
お
い
て
繋
が
る
も
の

を
有
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
次
章
で
は
、
「
わ
が
愛
す
る
文
章
」
執
筆
時
に
近
接
し
て
連
載
が
は
じ
ま
っ
た
『
千
羽
鶴
』
『
山

の
音
』
『
虹
い
く
た
び
』
な
ど
戦
後
の
川
端
作
品
と
の
関
連
性
に
論
及
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

三

虚
子
の
『
虹
』『
愛
居
』
等
に
見
ら
れ
る
人
物
構
図
が
と
く
に
重
要
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
人
物
構
図
に
お
い
て
は
お
よ
そ
二
つ
の
面
が

あ
る
。
そ
の
一
つ
は
、
虚
子
が
そ
の
場
面
に
接
し
て
思
わ
ず
落
涙
し
た
愛
子
と
そ
の
母
の
舞
う
姿
で
あ
り
、
一
つ
は
虚
子
の
愛
子
へ
の
心

づ
か
い
、
情
愛
の
向
け
方
で
あ
る
。

虚
子
が
落
涙
し
、
川
端
も
感
動
を
覚
え
、「
愛
子
抄
」
と
し
て
抄
出
し
コ
メ
ン
ト
を
加
え
た
場
面
は
次
の
よ
う
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ

れ
は
、
作
中
の
「
私
」
が
ふ
と
涙
を
禁
じ
え
な
く
な
る
愛
子
と
そ
の
母
の
所
作
で
あ
る
。
俳
句
会
が
終
わ
っ
て
山
中
の
温
泉
地
で
宴
会
が

開
か
れ
る
が
、
そ
の
宴
も
半
ば
に
な
っ
て
、
愛
子
の
母
が
唄
と
踊
り
を
披
露
す
る
場
面
が
あ
る
。

「
お
慰
み
に
一
つ
唄
は
せ
て
貰
ひ
ま
せ
う
。」

さ
う
言
つ
て
謡
ひ
は
じ
め
た
。
さ
び
た
声
で
覚
え
ず
耳
を
傾
け
し
め
た
。
こ
の
人
が
三
国
で
鳴
ら
し
た
名
妓
で
あ
つ
た
ら
う
と
い
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ふ
こ
と
は
か
ね
が
ね
想
像
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
此
の
俳
句
会
の
一
行
に
は
今
迄
は
蔭
に
蔭
に
と
身
を
置
い
て
、
あ
る
か
な
き
か

の
存
在
で
あ
つ
た
の
で
あ
る
。（
中
略
）
私
は
こ
の
場
合
こ
の
思
ひ
も
よ
ら
ぬ
座
を
引
締
め
た
芸
の
力
と
い
ふ
よ
り
も
こ
の
思
ひ
も

よ
ら
ぬ
私
を
も
て
な
す
た
め
の
優
れ
た
芸
に
少
し
眼
が
し
ら
が
熱
く
な
つ
て
来
る
の
を
覚
え
た
。

其
う
ち
誰
か
が
す
す
め
た
も
の
で
あ
つ
た
か
、
又
自
ら
進
ん
で
や
つ
た
も
の
か
、
お
母
さ
ん
は
立
上
つ
て
踊
り
は
じ
め
た
。（
中

略
）
こ
こ
に
も
亦
昔
の
名
妓
の
面
影
を
見
る
こ
と
が
出
来
て
、
私
の
眼
か
ら
は
涙
が
こ
ぼ
れ
落
ち
る
許
り
に
な
つ
た
。（
中
略
）

其
時
ふ
と
座
を
立
つ
て
其
お
母
さ
ん
の
後
ろ
に
立
つ
た
の
は
愛
子
で
あ
つ
た
。
そ
れ
が
亦
踊
る
の
で
あ
つ
た
。
私
は
あ
の
か
ぼ
そ

い
弱
々
し
い
愛
子
が
こ
こ
に
現
れ
よ
う
と
は
予
期
し
な
か
つ
た
の
で
、
忽
ち
胸
に
こ
み
上
げ
て
来
る
も
の
が
あ
つ
た
。

私
は
遂
に
涙
が
あ
ふ
れ
て
来
た
。

こ
こ
で
は
か
つ
て
名
妓
で
あ
っ
た
愛
子
の
母
が
、
芸
を
披
露
し
、
そ
の
母
に
重
な
る
よ
う
に
「
か
ぼ
そ
い
弱
々
し
い
愛
子
」
が
母
の
後

に
立
ち
、
踊
る
姿
が
印
象
的
で
あ
る
。
虚
子
の
『
虹
』
の
最
初
の
方
に
は
、

お
父
さ
ん
は
別
の
大
き
な
家
に
住
ま
つ
て
ゐ
て
、
と
き
〴
〵
こ
の
お
母
さ
ん
の
家
に
来
る
の
だ
さ
う
で
あ
る
。
私
は
、

川
下
の
娘こ

の
家
を
訪
ふ
春
の
水

と
い
ふ
句
を
空
想
し
て
作
つ
た
が
、
其
お
父
さ
ん
の
ゐ
る
本
家
と
い
ふ
の
は
町
の
中
央
に
あ
つ
て
、
愛
子
の
家
が
矢
張
り
川
下
で
あ

つ
た
こ
と
を
後
に
な
つ
て
知
つ
た
。

と
記
さ
れ
て
お
り
、
愛
子
と
そ
の
母
が
ひ
っ
そ
り
と
暮
ら
し
て
き
た
境
遇
が
暗
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
母
の
陰
で
娘
が
は
か
な
く
踊

る
姿
が
こ
こ
に
は
哀
切
に
点
描
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
母
娘
で
踊
る
場
面
は
『
虹
』
の
中
心
を
な
す
場
面
で
あ
り
、
こ
の
場
面
を

目
に
し
て
視
点
人
物
の
「
私
」
は
涙
が
ど
う
に
も
止
ま
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
の
重
要
場
面
を
川
端
康
成
は
先
に
述
べ
た
よ
う
に

「
愛
子
抄
」
の
中
に
し
か
と
抽
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
こ
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
母
と
娘
が
ひ
っ
そ
り
と
暮
ら
し
な
が
ら
重
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な
り
合
う
よ
う
に
描
か
れ
る
構
想
は
、
戦
後
の
川
端
作
品
に
も
相
似
の
も
の
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
す
で
に
述
べ
た
が
、
ま
ず

想
起
さ
れ
る
の
は
昭
和
二
十
四
年
か
ら
連
載
の
は
じ
ま
っ
た
『
千
羽
鶴
』
に
出
て
く
る
太
田
母
娘
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
こ
で
、『
千
羽
鶴
』
の
世
界
を
見
て
ゆ
こ
う
。『
千
羽
鶴
』
の
太
田
夫
人
は
、
夫
の
死
後
、
夫
の
友
人
で
あ
っ
た
三
谷
と
愛
人
の
関
係

に
な
り
、
娘
の
文
子
と
母
娘
二
人
暮
ら
し
を
つ
づ
け
て
ゆ
く
。
三
谷
は
茶
道
の
世
界
で
有
力
な
後
援
者
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、
そ
の
三
谷

の
庇
護
を
受
け
る
よ
う
な
形
で
、
幼
い
娘
の
文
子
も
、
文
子
な
り
に
時
折
り
訪
れ
て
く
る
三
谷
に
心
を
尽
く
し
て
接
し
た
か
の
よ
う
に
記

さ
れ
て
い
る
。
や
が
て
三
谷
が
亡
く
な
る
と
、
太
田
夫
人
は
円
覚
寺
の
茶
会
で
三
谷
の
息
子
の
菊
治
に
会
っ
た
の
を
き
っ
か
け
に
、
三
谷

父
子
を
同
一
視
し
た
か
の
よ
う
に
愛
恋
を
深
め
て
ゆ
く
。
さ
ら
に
太
田
夫
人
が
自
殺
す
る
と
、
娘
の
文
子
も
ま
た
菊
治
に
控
え
目
な
が
ら

思
い
を
寄
せ
、
ま
た
菊
治
も
太
田
夫
人
の
面
影
を
宿
す
文
子
に
惹
か
れ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
太
田
夫
人
と
文
子
は
、
あ
た

か
も
二
人
舞
う
か
の
よ
う
な
形
で
三
谷
や
そ
の
息
子
の
菊
治
の
前
に
あ
ら
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
薄
幸
と
も
言
え
る
境
遇
の
中
で
母
娘

の
影
が
重
な
り
合
う
よ
う
な
設
定
に
、
虚
子
の
「
愛
子
抄
」
と
の
一
脈
の
連
関
が
あ
る
と
言
え
る
よ
う
に
思
う
。

む
ろ
ん
、
虚
子
作
品
に
お
い
て
か
つ
て
名
妓
で
あ
っ
た
母
と
そ
の
病
弱
な
娘
が
舞
う
姿
は
美
し
く
哀
切
で
あ
る
の
に
対
し
、『
千
羽
鶴
』

の
太
田
母
娘
の
方
に
は
、
そ
う
し
た
舞
い
姿
に
照
応
す
る
よ
う
な
も
の
は
直
接
に
は
見
ら
れ
な
い
。
た
だ
、
登
場
人
物
と
繋
が
る
形
で
の

茶
道
具
の
存
在
の
か
が
や
き
が
、「
愛
子
抄
」
の
舞
い
姿
に
対
応
す
る
よ
う
な
形
で
描
か
れ
て
い
る
と
は
言
え
る
で
あ
ろ
う
か
。
た
と
え

ば
、『
千
羽
鶴
』
の
ほ
ぼ
半
ば
「
絵
志
野
」
の
章
に
、
赤
楽
・
黒
楽
の
筒
茶
碗
を
な
か
だ
ち
と
し
て
、
菊
治
が
太
田
母
娘
と
の
か
か
わ
り

に
思
い
を
馳
せ
る
場
面
が
あ
る
。
太
田
夫
人
が
亡
く
な
っ
た
後
、
菊
治
が
夫
人
の
家
を
訪
ね
、
文
子
が
も
て
な
す
場
面
で
あ
る
。

文
子
が
茶
盆
を
持
つ
て
は
い
つ
て
来
た
。

赤
楽
と
黒
楽
と
の
筒
茶
碗
が
盆
に
の
つ
て
ゐ
た
。

黒
楽
の
方
を
菊
治
の
前
に
出
し
た
。（
中
略
）
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文
子
の
父
が
死
ん
で
、
菊
治
の
父
が
生
き
て
ゐ
た
こ
ろ
、
菊
治
の
父
が
文
子
の
母
の
と
こ
ろ
へ
来
た
時
、
こ
の
一
対
の
楽
茶
碗

が
、
湯
呑
代
り
に
使
は
れ
た
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
菊
治
の
父
に
黒
を
出
し
、
文
子
の
母
は
赤
で
、
女
夫
茶
碗
と
し
た
の
で
は
な
か

ら
う
か
。（
中
略
）

も
し
さ
う
だ
つ
た
と
す
る
と
、
そ
れ
を
知
つ
て
ゐ
る
文
子
が
、
菊
治
の
た
め
に
今
こ
の
茶
碗
を
出
し
て
来
た
の
は
、
ひ
ど
い
い
た

づ
ら
な
わ
け
だ
つ
た
。

し
か
し
、
菊
治
は
思
は
せ
ぶ
り
の
皮
肉
と
も
、
た
く
ら
み
と
も
感
じ
な
か
つ
た
。

娘
ら
し
い
単
純
な
感
傷
と
受
け
取
つ
た
。

む
し
ろ
そ
の
感
傷
は
菊
治
に
も
し
み
て
来
た
。

文
子
も
菊
治
も
、
文
子
の
母
の
死
に
つ
か
れ
て
ゐ
て
、
か
う
い
ふ
異
様
な
感
傷
に
も
さ
か
ら
へ
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
一
対

の
楽
茶
碗
は
菊
治
に
文
子
と
共
通
の
悲
し
み
を
深
め
た
。

こ
こ
で
は
、
太
田
夫
人
と
文
子
、
菊
治
の
父
と
菊
治
と
い
う
、
親
子
二
代
に
わ
た
っ
て
の
世
間
的
に
は
錯
雑
を
は
ら
む
交
渉
の
さ
ま
が

描
か
れ
る
に
際
し
て
、
一
対
の
楽
茶
碗
が
感
傷
、
悲
し
み
を
深
め
る
な
か
だ
ち
と
し
て
置
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
茶
器
を
通
す
こ
と
に
よ

っ
て
人
間
模
様
を
象
徴
化
す
る
よ
う
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
物
語
の
終
わ
り
近
く
、
文
子
が
贈
っ
た
志
野
の
水
指
を
め

ぐ
っ
て
文
子
と
菊
治
が
話
す
場
面
が
あ
る
。
先
日
差
し
上
げ
た
湯
呑
み
を
割
っ
て
く
れ
と
言
う
文
子
に
対
し
て
菊
治
が
問
う
場
面
で
あ

る
。

「
最
高
の
物
し
か
、
ひ
と
に
は
や
れ
な
い
と
い
ふ
…
…
？
」

「
相
手
と
場
合
と
に
よ
り
ま
す
わ
。
」

菊
治
に
強
く
ひ
び
い
た
。
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太
田
夫
人
の
形
見
、
そ
れ
に
よ
つ
て
菊
治
が
夫
人
や
文
子
を
思
ひ
出
す
、
あ
る
ひ
は
も
つ
と
親
し
く
触
れ
る
や
う
に
思
ふ
品
は
、

最
高
の
物
で
あ
つ
て
ほ
し
い
と
、
文
子
は
考
へ
て
く
れ
る
の
だ
ら
う
か
。

最
高
の
名
品
こ
そ
母
の
形
見
に
、
と
一
筋
に
ね
が
ふ
文
子
の
言
葉
は
、
菊
治
に
も
通
じ
た
。

「
最
高
の
名
品
こ
そ
母
の
形
見
に
」
と
娘
の
文
子
が
願
う
一
途
な
思
い
は
、
母
を
名
品
の
茶
器
と
重
ね
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
揺
る

ぎ
な
い
姿
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
高
浜
虚
子
の
「
愛
子
抄
」
に
お
い
て
は
、
か
つ
て
名
妓
と
い
わ
れ
た
母
と

そ
の
娘
の
愛
子
が
舞
を
披
露
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
感
動
を
さ
そ
う
の
で
あ
っ
た
が
、『
千
羽
鶴
』
に
お
い
て
は
志
野
の
名
品
と
太
田
母
娘

を
重
ね
合
わ
せ
る
形
で
、
と
も
に
母
娘
の
姿
が
象
徴
的
な
衣
を
ま
と
う
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
う
し
た
象
徴
性
を
帯
び
て
太
田
夫
人
と
文
子
の
姿
が
語
ら
れ
る
と
き
、
菊
治
が
文
子
を
見
る
ま
な
ざ
し
の
や
わ
ら
か
さ
が
印
象
深

い
。

母
の
体
か
ら
生
れ
た
子
供
に
、
母
の
体
が
わ
か
ら
な
い
の
は
、
な
に
か
微
妙
な
こ
と
の
や
う
だ
が
、
母
の
体
の
形
は
微
妙
に
娘
へ

移
さ
れ
て
ゐ
る
。

玄
関
で
文
子
に
迎
へ
ら
れ
た
時
か
ら
、
菊
治
が
や
は
ら
か
い
感
じ
を
受
け
た
の
も
、
文
子
の
や
さ
し
い
円
顔
に
、
母
の
面
影
を
見

た
せ
ゐ
も
あ
つ
た
。

夫
人
が
菊
治
に
父
の
面
影
を
見
て
、
あ
や
ま
ち
を
犯
し
た
の
だ
と
す
る
と
、
菊
治
が
文
子
を
母
に
似
て
ゐ
る
と
思
ふ
の
は
、
戦
慄

す
べ
き
呪
縛
の
や
う
な
も
の
だ
が
、
菊
治
は
素
直
に
誘
ひ
寄
せ
ら
れ
る
の
だ
つ
た
。

こ
こ
に
は
、
た
と
え
ば
『
源
氏
物
語
』
に
見
ら
れ
る
「
形
代
」
の
構
想
も
あ
る
か
に
う
か
が
わ
れ
る
が
、
こ
う
し
た
親
子
二
代
に
わ
た

る
愛
恋
の
構
想
を
繋
ぐ
も
の
と
し
て
、
永
遠
性
を
も
つ
茶
器
が
関
連
づ
け
ら
れ
た
と
も
言
え
る
で
あ
ろ
う
か
。

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
川
端
の
『
千
羽
鶴
』
に
お
い
て
、
太
田
母
娘
が
寄
る
辺
な
い
境
遇
の
中
で
暮
ら
し
、
志
野
の
茶
碗
や
水
差
し
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な
ど
茶
道
具
の
永
遠
性
を
通
し
て
そ
の
存
在
を
縁
ど
る
あ
り
方
は
、『
千
羽
鶴
』
の
連
載
開
始
の
前
年
に
川
端
が
傾
倒
し
た
高
浜
虚
子
の

『
虹
』『
愛
居
』
等
と
そ
の
構
想
に
お
い
て
一
脈
通
ず
る
も
の
が
あ
る
よ
う
に
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

次
に
、『
千
羽
鶴
』
と
同
時
期
に
連
載
が
開
始
さ
れ
た
『
山
の
音
』
を
見
て
ゆ
こ
う
。『
山
の
音
』
の
主
人
公
尾
形
信
吾
は
す
で
に
六
十

歳
を
越
え
て
い
る
が
、
息
子
の
嫁
菊
子
に
ひ
そ
や
か
な
思
慕
の
情
を
覚
え
る
。
こ
の
信
吾
の
菊
子
へ
の
思
い
は
な
か
な
か
に
微
妙
な
も
の

が
あ
る
。
一
方
、
菊
子
に
し
て
も
、
信
吾
が
「
菊
子
は
修
一
に
別
れ
た
ら
、
お
茶
の
師
匠
に
で
も
な
ら
う
か
な
ん
て
、
今
日
、
友
だ
ち
に

会
つ
て
考
へ
た
ん
だ
ら
う
？
」
と
言
っ
た
の
に
対
し
、「
別
れ
て
も
、
お
父
さ
ま
の
と
こ
ろ
に
ゐ
て
、
お
茶
で
も
し
て
ゆ
き
た
い
と
思
ひ

ま
す
わ
。」
と
顔
に
あ
て
が
っ
た
慈
童
の
面
の
陰
で
は
っ
き
り
答
え
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
信
吾
と
菊
子
の
間
に
流
れ
る
感
情
を
恋

愛
感
情
と
捉
え
て
よ
い
の
か
、
庇
護
と
い
た
わ
り
の
情
に
繋
が
る
も
の
な
の
か
、
把
握
が
む
ず
か
し
い
と
こ
ろ
が
あ
り
、『
山
の
音
』
論

の
論
点
の
一
つ
と
言
っ
て
も
よ
い
も
の
で
あ
る
。
こ
の
問
題
を
考
え
る
と
き
、
や
は
り
『
山
の
音
』
連
載
開
始
の
前
年
に
川
端
が
注
目
し

た
虚
子
作
品
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
く
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
と
く
に
、
先
に
見
て
き
た
よ
う
に
川
端
が
執
筆
し
た
「
愛
子
抄
」

の
「
解
説
」
肉
筆
原
稿
に
お
い
て
、
愛
弟
子
で
あ
る
愛
子
を
詠
ん
だ
虚
子
の
句
に
つ
い
て
、
最
初
は
「
老
大
家
の
句
と
し
て
は
驚
く
ば
か

り
熱
烈
で
あ
り
艶
麗
で
あ
る
。」
と
記
し
、
そ
の
後
「
熱
烈
」
の
語
を
「
烈
輝
」
と
推
敲
し
た
と
こ
ろ
に
は
、
虚
子
の
若
い
女
弟
子
へ
の

思
い
を
川
端
が
ど
う
捉
え
て
い
た
か
が
う
か
が
わ
れ
て
興
味
深
い
。「
熱
烈
」
と
い
う
と
直
接
的
な
恋
愛
感
情
の
高
ま
り
を
あ
ら
わ
す
よ

う
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
あ
ろ
う
が
、「
烈
輝
」
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
何
か
恋
愛
感
情
の
枠
に
は
と
ど
ま
ら
な
い
よ
り
大
き
な
高
い
心
で
弟

子
を
包
も
う
と
す
る
よ
う
な
雰
囲
気
が
あ
ろ
う
か
。
こ
う
し
た
老
大
家
が
哀
切
な
境
遇
に
あ
る
女
弟
子
へ
寄
せ
る
複
雑
微
妙
な
心
理
と
い

う
も
の
を
、
作
家
川
端
は
「
愛
子
抄
」
か
ら
受
け
止
め
て
い
た
と
思
わ
れ
、
そ
れ
が
『
山
の
音
』
に
お
け
る
信
吾
の
菊
子
へ
の
心
情
と
一

脈
通
底
す
る
も
の
が
あ
る
よ
う
に
も
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
む
ろ
ん
、
作
者
の
川
端
自
身
に
『
山
の
音
』
執
筆
に
あ
た
っ
て
虚
子
の

「
愛
子
抄
」
が
念
頭
に
あ
っ
た
と
い
う
よ
う
な
発
言
は
見
あ
た
ら
な
い
わ
け
だ
が
、「
愛
子
抄
」
の
「
解
説
」
の
執
筆
と
そ
れ
ほ
ど
時
間
的
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に
隔
た
っ
て
お
ら
ず
、
ま
た
俳
句
の
師
匠
と
弟
子
、
舅
と
息
子
の
嫁
と
い
う
そ
れ
ぞ
れ
の
枠
組
み
の
中
で
、
恋
愛
感
情
と
は
言
い
切
れ
な

い
複
雑
微
妙
な
感
情
が
向
け
ら
れ
て
い
る
点
に
共
通
性
が
見
出
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
作
中
で
尾
形
信
吾
は
時
折
り
俳
句
を
ひ
ね
っ
た
り
俳
句
に
つ
い
て
の
話
題
を
持
ち
出
し
て
い
る
。「
昔
、
田
舎
で
、
保
子
の
姉

さ
ん
に
す
す
め
ら
れ
て
、
ち
よ
つ
と
、
俳
句
を
ひ
ね
つ
た
こ
と
が
あ
つ
た
」
と
も
話
し
て
お
り
、
信
吾
の
日
常
の
中
で
、
事
象
に
対
し
て

俳
句
の
も
つ
観
照
的
な
姿
勢
が
所
々
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
主
人
公
尾
形
信
吾
の
事
象
に
対
す
る
一
種
の
間
合
い
の
取
り
方

も
、
菊
子
へ
の
接
し
方
と
繋
が
っ
て
い
る
よ
う
に
想
像
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
観
照
的
姿
勢
は
、
物
語
を
閉
じ
る
に
あ
た
っ
て
信
州
の

紅
葉
の
も
と
に
菊
子
と
妻
保
子
の
亡
き
姉
の
面
影
を
重
ね
合
わ
せ
（
二
人
の
面
影
は
似
て
い
る
）、
あ
た
か
も
二
人
舞
い
の
よ
う
な
形
で

定
着
さ
せ
よ
う
と
す
る
意
識
へ
と
つ
な
が
っ
て
ゆ
く
で
あ
ろ
う
。
以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、『
山
の
音
』
と
虚
子
作
品
の
間
に
は
、
そ
の

人
物
構
図
や
心
理
、
さ
ら
に
俳
句
に
つ
な
が
る
観
照
的
態
度
に
お
い
て
通
底
す
る
も
の
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

最
後
に
、『
虹
い
く
た
び
』
に
つ
い
て
触
れ
る
。『
虹
い
く
た
び
』
は
、『
千
羽
鶴
』『
山
の
音
』
の
連
載
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
『
婦
人
生

活
』
に
連
載
さ
れ
た
（
昭
和
二
十
五
年
三
月
〜
二
十
六
年
四
月
）。
こ
の
作
品
の
人
間
模
様
は
相
当
に
複
雑
で
あ
る
。
著
名
な
建
築
家
水

原
常
男
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
母
の
異
な
る
三
人
の
娘
が
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
錯
雑
を
は
ら
む
出
生
や
恋
愛
体
験
を
軸
に
複
雑
な
、
多
分
に
尋

常
な
ら
ざ
る
プ
ロ
ッ
ト
が
京
都
を
主
要
舞
台
に
展
開
さ
れ
る
。
そ
の
冒
頭
部
で
、
琵
琶
湖
に
虹
が
た
つ
場
面
が
印
象
的
に
描
か
れ
、
そ
の

後
作
中
に
何
度
か
こ
の
作
品
の
モ
チ
ー
フ
を
な
ぞ
る
よ
う
に
虹
に
言
及
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

冒
頭
部
で
琵
琶
湖
の
向
こ
う
岸
に
虹
が
立
っ
た
時
、
列
車
に
乗
っ
て
い
た
麻
子
が
、
向
か
い
の
席
に
い
た
赤
子
連
れ
の
男
性
と
話
を
交

わ
す
場
面
が
あ
る
。
そ
こ
で
男
は
以
前
に
北
陸
線
で
見
た
冬
の
虹
に
つ
い
て
語
る
。

「
も
う
米
原
が
見
え
ま
す
が
、
米
原
か
ら
わ
か
れ
る
北
陸
線
―
―
そ
の
時
は
、
今
と
は
逆
に
、
金
沢
か
ら
米
原
へ
出
て
、
京
都
へ
行

つ
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
汽
車
か
ら
い
く
つ
も
虹
を
見
ま
し
た
。
北
陸
線
は
虹
が
多
い
ん
で
す
ね
。
そ
れ
が
み
な
小
さ
く
て
、
可
愛
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い
虹
な
ん
で
す
よ
。
ト
ン
ネ
ル
を
出
る
と
、
小
山
に
小
さ
い
虹
が
立
つ
て
ゐ
る
、
海
が
見
え
る
と
、
丘
か
ら
浜
に
小
さ
い
虹
が
か
か

つ
て
ゐ
る
と
い
ふ
風
で
ね
。
三
四
年
前
の
こ
と
で
、
何
月
か
忘
れ
ま
し
た
が
、
金
沢
は
粉
雪
が
ち
ら
つ
い
て
寒
か
つ
た
か
ら
、
冬
で

し
た
ね
。
」

そ
の
時
も
、
こ
の
人
は
赤
子
を
抱
い
た
旅
だ
つ
た
ら
う
か
と
、
麻
子
は
思
つ
て
み
た
。

し
か
し
気
が
つ
く
と
、
三
四
年
前
に
こ
の
子
は
ま
だ
生
れ
て
ゐ
な
い
。

こ
こ
で
は
北
陸
の
冬
の
虹
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
川
端
が
「
わ
が
愛
す
る
文
章
」
で
取
り
上
げ
た
高
浜
虚
子
作
品
で
描
か
れ
た
虹
も
北

陸
の
冬
の
虹
で
あ
る
。
む
ろ
ん
人
物
構
図
は
『
虹
い
く
た
び
』
と
虚
子
作
品
と
で
は
異
な
っ
て
い
る
が
、
一
種
の
哀
切
な
情
調
に
は
通
い

合
う
も
の
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

ま
た
、
虚
子
作
品
で
は
、
列
車
内
で
三
国
の
方
角
に
立
つ
虹
を
見
て
、
愛
子
が
「
あ
の
虹
の
橋
を
渡
つ
て
鎌
倉
へ
行
く
こ
と
に
し
ま
せ

う
。」
と
虚
子
に
言
う
場
面
が
あ
る
が
、
虹
が
橋
と
な
っ
て
遠
い
地
を
結
ぶ
イ
メ
ー
ジ
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
発
想
自
体
は
そ
れ
ほ

ど
珍
し
く
は
な
い
だ
ろ
う
け
れ
ど
も
、
川
端
の
『
虹
い
く
た
び
』
に
も
類
似
の
発
想
は
見
ら
れ
る
。
列
車
内
か
ら
琵
琶
湖
に
立
つ
虹
を
見

た
麻
子
は
次
の
よ
う
に
思
う
。

虹
を
見
つ
け
て
、
麻
子
は
湖
水
の
向
う
の
虹
の
方
へ
心
を
誘
は
れ
た
。
そ
の
虹
の
立
つ
国
へ
、
生
き
て
ゆ
き
た
い
や
う
だ
つ
た
。

ま
た
現
実
的
に
、
そ
の
虹
の
立
つ
あ
た
り
の
向
う
岸
へ
、
旅
行
し
て
み
た
く
な
つ
た
。

こ
こ
に
見
ら
れ
る
麻
子
の
心
象
は
、
虚
子
作
品
と
は
微
妙
に
構
想
を
異
に
し
な
が
ら
も
、
作
中
の
女
主
人
公
（
愛
子
・
麻
子
）
が
虹
を

な
か
だ
ち
と
し
て
憧
憬
の
地
へ
と
心
惹
か
れ
て
ゆ
く
点
で
は
一
脈
繋
が
る
も
の
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
こ
れ
は
虹
に
つ
い
て
語
ら

れ
た
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
が
、『
虹
い
く
た
び
』
に
お
い
て
麻
子
と
夏
二
の
会
話
の
中
で
、「
橋
」
の
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
語
ら
れ
る

と
こ
ろ
が
あ
る
。
夏
二
が
、「
僕
に
は
わ
か
ら
な
い
ん
だ
が
、
死
ん
だ
兄
と
生
き
て
ゐ
る
百
子
さ
ん
と
の
あ
ひ
だ
に
、
今
で
も
何
か
橋
が
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か
け
ら
れ
る
も
の
な
の
か
、
ま
た
は
か
か
つ
て
ゐ
る
も
の
な
の
か
…
…
。」
と
切
り
出
し
、
さ
ら
に
次
の
よ
う
に
言
う
。

「
僕
は
向
う
岸
の
な
い
橋
の
や
う
に
思
へ
る
ん
で
す
よ
。
生
き
て
る
者
が
橋
を
か
け
て
も
、
向
う
岸
に
支
へ
が
な
く
て
、
片
一
方
は

宙
に
浮
い
て
し
ま
ふ
。
ま
た
、
ど
こ
ま
で
橋
を
の
ば
し
て
行
つ
て
も
、
向
う
岸
に
と
ど
か
な
い
。
」

こ
こ
に
は
生
者
が
死
者
に
橋
を
か
け
よ
う
と
し
て
も
「
向
う
岸
に
支
へ
が
な
く
て
、
片
一
方
は
宙
に
浮
い
て
し
ま
ふ
」
と
い
う
想
い
の

は
か
な
さ
が
語
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
「
橋
」
の
は
か
な
げ
な
イ
メ
ー
ジ
は
お
の
ず
か
ら
「
虹
」
と
も
つ
な
が
る
も
の
で
あ
り
、
虚

子
の
「
愛
子
抄
」
で
死
期
の
近
い
愛
子
が
語
っ
た
「
あ
の
虹
の
橋
を
渡
つ
て
鎌
倉
へ
行
く
こ
と
に
し
ま
せ
う
。」
と
い
う
言
葉
の
哀
切
さ
、

は
か
な
さ
と
も
通
じ
合
う
も
の
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
や
や
時
代
は
く
だ
る
が
、
川
端
の
『
古
都
』
や
『
た
ん
ぽ
ぽ
』
に
も
虹
が
素
材
と
し
て
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。『
古
都
』
で

は
、「
松
の
み
ど
り
」
の
章
で
秀
男
が
北
山
の
方
角
に
虹
が
立
ち
消
え
て
ゆ
く
の
を
眺
め
て
い
る
。
そ
の
後
秀
雄
は
苗
子
に
帯
を
持
参
す

る
が
、
苗
子
は
「
千
重
子
さ
ん
の
身
代
り
の
、
帯
ど
す
な
。
あ
た
し
は
、
身
代
り
は
、
も
う
い
や
ど
す
。」
と
い
う
。
こ
こ
で
描
か
れ
た

虹
の
は
か
な
さ
は
秀
男
が
苗
子
に
千
重
子
の
面
影
を
見
な
が
ら
、
し
だ
い
に
苗
子
自
身
に
惹
か
れ
て
ゆ
く
と
い
う
微
妙
な
心
理
と
ひ
び
き

合
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
川
端
の
遺
作
と
も
な
っ
た
『
た
ん
ぽ
ぽ
』
で
は
終
わ
り
の
方
で
、
女
主
人
公
の
稲
子
が
桃
色
の

虹
を
幻
視
し
、「
虹
に
乗
つ
て
ら
つ
し
や
る
わ
、
久
野
さ
ん
。」
と
言
う
場
面
が
あ
る
。
久
野
に
は
そ
の
虹
は
見
え
ず
、
人
体
欠
視
症
な
る

病
を
患
う
稲
子
の
特
異
な
愛
情
の
形
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
場
面
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
こ
で
描
か
れ
る
虹
の
イ
メ
ー
ジ
は
虚
子
の
「
愛
子

抄
」
の
虹
の
イ
メ
ー
ジ
と
重
な
り
合
う
も
の
が
あ
ろ
う
。『
古
都
』『
た
ん
ぽ
ぽ
』
に
つ
い
て
は
こ
こ
で
は
言
及
の
み
に
と
ど
め
ざ
る
を
え

な
い
が
、
機
会
を
得
て
触
れ
て
み
た
い
と
思
う
。

以
上
、
川
端
康
成
が
心
を
寄
せ
た
高
浜
虚
子
作
品
（『
虹
』『
愛
居
』『
音
楽
は
尚
ほ
続
き
を
り
』
等
）
を
視
点
と
し
て
、
そ
の
虹
の
イ

メ
ー
ジ
の
取
り
入
れ
方
や
俳
句
へ
の
親
近
、
母
と
娘
の
二
人
舞
の
構
図
、
老
大
家
が
若
い
女
弟
子
に
向
け
た
こ
ま
や
か
な
心
な
ど
、
四
点
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ほ
ど
を
取
り
上
げ
、
川
端
康
成
作
品
と
の
繋
が
り
を
考
察
し
た
。

結

川
端
康
成
が
太
平
洋
戦
争
後
の
本
格
的
な
創
作
活
動
を
開
始
す
る
直
前
に
、
高
浜
虚
子
の
『
虹
』『
愛
居
』
等
を
読
み
、
文
芸
時
評
や

「
わ
が
愛
す
る
文
章
」
に
取
り
上
げ
て
深
い
傾
倒
を
示
し
て
い
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
と
く
に
「
わ
が
愛
す
る
文
章
」
に
取
り
上
げ
た

際
は
、
虚
子
が
愛
子
と
い
う
女
性
を
書
い
た
『
虹
』『
愛
居
』『
音
楽
は
尚
ほ
続
き
を
り
』
の
三
作
品
の
総
称
と
し
て
虚
子
に
こ
と
わ
り
な

く
「
愛
子
抄
」
と
名
づ
け
、
さ
ら
に
「
愛
子
の
姿
の
鮮
明
な
と
こ
ろ
、
虚
子
氏
の
思
ひ
の
高
調
の
と
こ
ろ
を
、
こ
れ
も
私
が
作
者
に
こ
と

わ
り
な
く
抜
萃
し
て
み
た
」
ほ
ど
の
心
の
寄
せ
よ
う
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
虚
子
へ
の
川
端
の
傾
倒
は
昭
和
二
十
三
年
に
な
さ
れ
た
が
、
そ
の
翌
年
は
周
知
の
よ
う
に
、
戦
後
の
川
端
文
学
の
代
表
作
と

も
い
わ
れ
る
『
千
羽
鶴
』『
山
の
音
』
の
連
載
が
開
始
さ
れ
た
年
で
あ
る
。
こ
の
両
作
品
に
さ
ら
に
一
年
後
（
昭
和
二
十
五
年
）
に
連
載

が
は
じ
ま
っ
た
『
虹
い
く
た
び
』
も
加
え
た
三
作
品
に
お
い
て
は
、
本
稿
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
母
と
娘
の
二
人
の
姿
が
重
な
り
合
う
イ

メ
ー
ジ
や
、
若
い
女
性
へ
寄
せ
る
老
い
人
の
こ
ま
や
か
な
情
愛
、
作
中
へ
の
俳
句
の
導
入
、
虹
の
描
写
な
ど
に
お
い
て
、
虚
子
作
品
と
少

な
か
ら
ず
関
連
が
見
出
さ
れ
る
よ
う
で
あ
る
。『
千
羽
鶴
』『
山
の
音
』『
虹
い
く
た
び
』
が
連
載
さ
れ
て
い
た
昭
和
二
十
年
代
に
お
い
て

は
、
前
述
の
文
芸
時
評
や
「
わ
が
愛
す
る
文
章
」
の
ほ
か
、『
定
本
虚
子
全
集
』
の
推
薦
文
や
川
端
の
自
伝
「
独
影
自
命
」
で
も
虚
子
に

言
及
し
た
文
章
が
あ
り
、
こ
の
時
期
の
川
端
康
成
に
お
い
て
俳
人
高
浜
虚
子
へ
の
親
近
が
あ
る
程
度
持
続
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と

想
像
さ
れ
る
。
ま
た
、
川
端
が
住
ま
う
鎌
倉
の
長
谷
と
虚
子
が
住
ま
う
由
比
ヶ
浜
の
地
が
隣
接
し
て
い
た
こ
と
も
、
親
し
み
を
覚
え
る
ゆ

え
ん
の
一
つ
と
し
て
は
考
え
ら
れ
よ
う
か
。
そ
う
し
た
時
期
に
連
載
が
な
さ
れ
た
『
千
羽
鶴
』『
山
の
音
』『
虹
い
く
た
び
』
の
諸
篇
の
執

筆
過
程
に
お
い
て
、
あ
る
程
度
川
端
が
虚
子
を
意
識
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
推
測
も
許
さ
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
川
端
が
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上
記
の
作
品
を
執
筆
す
る
に
際
し
て
虚
子
の
『
虹
』『
愛
居
』
等
か
ら
直
接
影
響
を
受
け
た
と
い
う
述
懐
や
証
言
は
見
出
せ
な
い
が
、
本

稿
で
述
べ
た
よ
う
な
両
者
の
作
品
の
い
く
つ
か
の
類
似
点
や
執
筆
時
期
が
近
接
し
川
端
の
文
芸
時
評
等
で
も
論
及
さ
れ
て
い
た
状
況
か
ら

推
し
て
、
あ
る
程
度
推
測
可
能
か
と
思
わ
れ
る
。
今
後
さ
ら
に
、
本
稿
で
若
干
触
れ
た
『
古
都
』
や
『
た
ん
ぽ
ぽ
』
を
は
じ
め
川
端
作
品

の
動
向
を
つ
ぶ
さ
に
た
ど
り
作
品
分
析
を
行
う
な
か
で
、
川
端
が
「
愛
子
抄
」
と
名
づ
け
た
虚
子
作
品
を
い
か
に
意
識
し
受
容
し
て
い
っ

た
の
か
、
そ
の
様
相
を
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。

な
お
、
昭
和
二
十
年
以
降
の
文
壇
の
流
れ
の
中
で
、
本
稿
で
考
察
し
た
よ
う
な
老
人
が
若
い
女
性
に
寄
せ
る
情
愛
の
モ
チ
ー
フ
や
母
娘

の
関
係
が
織
り
な
す
作
品
構
図
、
ま
た
作
中
に
俳
句
を
取
り
入
れ
た
小
説
形
式
な
ど
が
ど
の
よ
う
な
位
置
を
占
め
る
か
に
つ
い
て
も
論
及

す
る
必
要
が
あ
る
か
と
思
わ
れ
る
。
と
く
に
老
人
が
若
い
女
性
に
寄
せ
る
情
愛
の
モ
チ
ー
フ
に
つ
い
て
は
、
川
端
が
「
愛
子
抄
」
の
「
解

説
」
で
「
わ
が
国
で
は
珍
ら
し
い
、
老
大
家
が
若
い
女
性
を
描
い
た
名
作
が
生
れ
た
」
と
記
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
日
本
近
代
の
小
説

史
の
中
で
の
位
置
づ
け
も
相
応
に
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
課
題
と
し
て
記
し
、
機
会
を
得
て
論
及
を
試
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。

注（
１
）　

川
端
康
成
の
著
作
の
引
用
は
、
以
下
と
く
に
注
記
し
た
も
の
を
除
き
、『
川
端
康
成
全
集
』（
全
三
十
七
巻
、
昭
和
五
十
五
年
二
月

〜
五
十
九
年
五
月
、
新
潮
社
）
に
よ
る
。

（
２
）　

川
端
は
複
数
の
虚
子
作
品
を
合
わ
せ
た
も
の
に
「
愛
子
抄
」
と
い
う
新
た
な
表
題
を
つ
け
て
い
る
が
、
そ
の
本
文
は
虚
子
作
品
の

抜
粋
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
で
「
愛
子
抄
」
と
い
う
と
き
、
そ
の
内
容
は
虚
子
作
品
の
本
文
そ
の
も
の
で
あ
り
、
抜
粋
、
編

集
に
の
み
川
端
の
意
図
が
及
ん
で
い
る
。

（
３
）　

高
浜
虚
子
の
著
作
の
引
用
は
、
以
下
『
定
本
高
浜
虚
子
全
集
』（
全
十
六
巻
、
昭
和
四
十
八
年
十
一
月
〜
昭
和
五
十
年
十
一
月
、



一
一
二

毎
日
新
聞
社
）
に
よ
る
。　

〈
付
記
〉

本
稿
は
、
平
成
二
十
五
年
度
科
学
研
究
費
助
成
事
業
に
よ
る
研
究
「
日
本
近
代
文
学
館
他
に
お
け
る
川
端
康
成
・
肉
筆
資
料
の
調
査
研

究
」（
基
盤
研
究
Ｃ
、
課
題
番
号25370242

、
研
究
代
表
者
・
片
山
倫
太
郎
、
研
究
分
担
者
・
田
村
充
正
・
田
村
嘉
勝
・
福
田
淳
子
・
山

田
吉
郎
、
研
究
協
力
者
・
杵
渕
由
香
・
佐
藤
翔
哉
・
堀
内
京
、
平
成
二
十
五
年
四
月
よ
り
四
年
計
画
）
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
川

端
康
成
「
わ
が
愛
す
る
文
章　

愛
子
抄
」
の
「
解
説
」
肉
筆
原
稿
（
茨
木
市
立
川
端
康
成
文
学
館
所
蔵
）
を
本
稿
で
取
り
上
げ
る
に
際
し

て
は
、
公
益
財
団
法
人
川
端
康
成
記
念
会
理
事
長
川
端
香
男
里
氏
な
ら
び
に
茨
木
市
立
川
端
康
成
文
学
館
の
了
解
を
得
た
。
こ
こ
に
記
し

謝
意
を
表
し
ま
す
。


